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することを目的としている．図 1.1 に e 自警ネットワークのコンセプトを示す． 
 























































図 2.1 に室内ユニットの外観を，表 2.1 にその仕様を示す．また図 2.2 に室外
ユニットの外観を，表 2.2に仕様を示す．さらに，e自警ドアホン専用ビューア



































図 2.1 室内ユニットの外観 
 
表 2.1 室内ユニットの仕様 
型番 R-EJ-PHONE-M 
電源 定格 AC 100V  250mA  50/60Hz 
消費電力 待機時:MAX 8W±20% 動作時:MAX 11W±20% 
サイズ 222(W)×144(H)×33(D) ±1(mm) 
環境条件 温度：0℃～40℃ 湿度 89%(低温・結露は除外) 
呼出音 小：60dB±10% 中：70dB±10% 大：80dB±10% 
LCD 
サイズ：7インチ   バックライト方式 
寿命：約 10,000時間 




図 2.2 室外ユニットの外観 
表 2.2 室外ユニットの仕様 
型番 R-EJ-PHONE-C 
電源 定格 DC 16V±2V  160mA  (モニタから供給) 
サイズ 95(W)×127(H)×34(D) ±0.7(mm) 
環境条件 温度：-10℃～50℃ 湿度 89%(低温・結露は除外) 
呼出音 50～65dB 
カメラモジュール 解像度：720×480 レンズ：f = 2.9mm(120°，対角) 
カメラ LED 
夜間時識別距離：3ｍ以内 





図 2.3 e自警ドアホン専用ビューアソフトウェア 
 
 
図 2.4 e自警ドアホンの運用形態 
11 
 




























79 台を用いた．図 3.1 に e 自警ドアホンの設置地域を示す．愛知県尾張旭市連
合自治会（加入世帯数：2262世帯）下の，山の手地区，下霧戸・丸山愛宕地区，
北原山・諏訪南地区，旭ヶ丘・公園口地区，大久手地区の住民の方々に設置協






張旭市立旭丘小学校の校区（全 2705 世帯）の中で，79 世帯（校区 2705 世帯の
約 2.9%の世帯）に，e 自警ドアホンを設置した． 
 
設置台数 e自警ドアホン(R-EJ-PHONE)79 台 
社会実験スケジュール 2014年 12月 08日          住民説明会 
           2015年  1月 25日         社会実験開始式典 
           2015年  7月  8日          模擬訓練 
           2015年  9月  1日～30日   回覧板アンケート 
運営協力 旭丘連合自治会 
     株式会社ロッキー 
         高橋電気工事株式会社 
運用方法 パスワード管理者 連合自治会長 




図 3.1 e自警ドアホン地区別設置台数 
 
 






































































図 3.9 模擬訓練の様子 
 
 















それぞれのアンケート結果を図 3.4～図 3.9 に示す．またアンケートで得られ
た意見を示す．なお，アンケートは連合自治会内の全世帯（2262 世帯）に配布
し，有効回答数は 1333 世帯分となった． 
問 1 あなたの性別と年齢を，差支えなければお聞かせください. 
 










図 3.6 問 3のアンケート結果 








問 5 e自警ドアホンは，今後社会で広く受け入れられると思いますか？ 
 



























った」と回答した人数が 673 人となり，全体で 51％となった．問 3 では，防犯
カメラ付きドアホンにもプライバシー保護機能が必要性について聞き，930 人が
























強盗，性犯罪及び振り込め詐欺の 11 罪種)に関しては 14%増となっている．尾張
旭市における犯罪発生件数に関する資料を，資料 2に示す． 


















建・再現することを試みている.  e 自警ネットワークのシステムが発明されて
以来，研究会では社会実験を通して実際に使用した利用者や設置者へのアンケ
ートや聞き取り調査などを行い，不便な点を改善すべく，日々活動している． 











































































































表 4.1 使用機器 
Raspberry Pi3 Model B 2台 
Raspberry Pi 用 7インチ タッチスクリーン付き液晶ディスプレイ 1台 
押しボタンスイッチ 1個 
AC アダプター（5V, 4A） 2個 
サンワサプライ USB スピーカー(ブラック) MM-SPU8BK 2個 
サンワサプライ クリップ付き PC マイク MM-MC24 2個 
iBUFFALO 200 万画素 WEB カメラ 広角 120°マイク内蔵 ブラック 
BSW20KM11 
1個 







図 4.2 Raspberry Pi3 Model B 
 




図 4.4 押しボタンスイッチ 
 




図 4.6 サンワサプライ USBスピーカーMM-SPU8BK 
 




図 4.8 iBUFFALO 200 万画素 WEBカメラ  
 
図 4.9 iBUFFALO USB オーディオ変換ケーブル 
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従来の e 自警ドアホンでは，子機・親機間を 2 線のケーブルでつないでいる
が，今回開発する e 自警ネットドアホンは，子機・親機間を無線で通信するこ
ととした．また，e自警ドアホンと同様に，呼び出しボタンが押されていない通
常時は，常時録画し，子機側の記憶媒体に記録することとした．図 4.10 に e 自









図 4.11 子機 
 







図 4.13 呼び出し時のプロセス 
 















































た．また 640×480 にすると約 2 秒の遅延が発生した．一方で，TCP/IP のかわり
に UDP（User Datagram Protocol）を介してストリーミング再生を行った．横×縦







































































図 4.17 動画撮影時の親機側の様子 
 




図 4.19 親機の音声・映像送受信プログラムが競合によって起動しない様子 
 
 















































































画像撮影プログラムが 1.1 秒ごとに実行されるようになる．図 4.25 に画像撮影





図 4.25 画像撮影プログラム起動時 
 




図 4.27 切り替え時の様子 
 


































になる．   
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第 5章 結論 
e自警ネットワーク研究会は，かつての地域コミュニティが持っていた強力な
防犯システムを，現代における情報技術の助けによりさらに強化した形で再
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